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 Weekly Report 第 115回例会 2015年 12月 2日（水） 
 

名古屋アイリスロータリークラブ 
RID2760 THE ROTARY CLUB OB NAGOYA IRIS 
～ 世界へのプレゼントになろう  Be a gift to the world ～ 

2015-16 年度国際ロータリー会長 K.R.“ラビ”ラビンドラン 
 

例会日：毎週水曜日 13:00～14:00 

例会場：ANAクラウンプラザ グランコートホテル名古屋 

創 立：2013 年 6 月 5 日 

会 長：安井 忠   「楽しく・深く理解するアイリス」 

 

 

 

■ 斉唱 君が代、奉仕の理想 

■ 司会 安井 嗣博 会員 

■ 出席者報告 出席者数 29 名 / 会員数 37名 

出席率  78.37％ 

 前々回(第 113 回)修正出席率は 94.59％(35/37) 

■ビジター・ゲスト 

名古屋北 RC 浦野 三男 特別代表 

名誉会員 名古屋北 RC 水野 吉紹 様 

名誉会員 栄 RC 八神 基様 

■ ニコボックス報告 

名誉会員 栄 RC 八神 基様 

三度目の年次総会を迎えて 

名誉会員 名古屋北 RC 水野 吉紹 様 

出席率の良さをそのまま続けてください 

安井 忠 会長 

北 RC 浦野様、水野様 栄 RC 八神様 いつもアイ

リスに心を掛けて頂き感謝申し上げます。 

そして本日は年次総会です、次年度の大切な総会で

すので皆様の協力お願いします 

■会長挨拶 

とうとう師走に入りました。 

ロータリークラブのターゲット１２月は疾病予防と

治療月刊であります。 

財団の６つの重点分野の中の一つでありまして世界

で抱えている感染病は貧困地域に住む人々の命を脅

かす最大の要因である事は云うまでもありません。 

サハラ以南のアフリカには地球上の２４％の疾病を

抱える地域で有るにもかかわらず医療従事者は世界

全体の３％保健のための財源はわずか１％だそうで

あります。 

毎年感染病で命を落とす大人や子供の数は１４００

万～１７００万にも上がりそのほとんどが発展途上

国に集中しています。 

毎年マラリアによって約１００万人が命を失いその

ほとんどが５歳未満の子供であるそうです。アフリ

カの人口は世界人口の１１％を占めるそうでありま

すが世界の疾病患者の６０％に当たっています。 

そこでロータリーは結核を専門とする医療チームを

派遣し地域に根ざした結核治療プログラムの形成と

治療技術の発達を促進しました。 

マラリアが蔓延する地域でマラリアの予防法を伝え

る他防虫加工された蚊帳を配布したりマラリア治療

を行ったりしました。 

又地方の診療所のために疾病を検査するための医療

品を購入し検査法を説明し疾病に関する教育キャン

ペーンを実施しています。 

又疾病予防を専門に公衆衛生を学ぶ奨学生を派遣し

ております。 

そして疾病予防と治療に関する目標として医療従事

者の対応能力の改善 

*疾病の蔓延予防を目的とした地域社会の教育と動

因 

*医療設備の拡充 
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*主な疾病の蔓延予防 

*疾病の予防と治療に関する研究の支援 

等がロータリーの財団６つの中の１つグローバル補

助金を使った疾病予防と治療の目標であります。 

一番の成果はポリオプラスの達成であります。 

もう少しでポリオプラスの目標が完成しようとして

いますがどこで何が変わるか解らないので目を光ら

せる必要があります。 

そして財団の中で職業研修チーム（ＶＴＴ）と言う

のが有ります。 

これはグローバル補助金を利用して苦しんでいる国

に専門的な知識を持ったお医者さん看護師さん等を

派遣させるプロジェクトであります。 

ちなみに２７６０地区では２０１１～２０１２年に

かけてＶＴＴ委員会でオーストラリアのブリスベン

ソロモン諸島キゾ島へ職業研修チームチームＶＴＴ

２７６０というチーム名で大学の名誉教授を頭に消

化器外科医２名心臓外科医１名整形外科医１名を 

派遣しブリスベンの医療機関に医療技術のスキルア

ップとロータリーの活動に協同し人道支援に協力出

来る人材を育成する目的でグローバル補助金を使い

ました。 

そして医療貧国に対して人道的プロジェクト事業ソ

ロモン諸島のキゾ島のキゾ病院と島内クリニックへ

の医療支援を行いましたという事で２７６０地区で

は大変な成果を挙げています。 

今までこの様なプロジェクトを我がアイリスでも企

画を出来れば良いと考えています。 

その第一歩がＶＴＴとは規模が違いますが昨年度は

名古屋大学病院小児科病棟へ少々ですが支援を致し

ました。 

今年度も病院関係者の方と相談の上何か小児病棟に

役立つ物を支援しようと考えております。 

少しでもこのアイリスが世の中の為に動力させて頂

ければと思っております。 

会長挨拶を終わります。 

 
■年次総会 

次年度 2016～2017 年度理事・役員について発表 

理事・役員 会長 櫻井 孝充 

理事・役員 会長エレクト 藤谷 猛 

理事・役員 副会長 竹内 祐子 

理事・役員 幹事 菊池 富士子 

理事 副幹事 深見 礼子 

理事・役員 会計 安藤 敏博 

理事・役員 会場監督 島村 恵三 

理事 例会運営・司会 細川 年行 

理事 例会受付・ﾆｺﾎﾞｯｸｽ・親

睦活動 

沖 知也 

理事 例会報告・広報 藤森 淳 

理事 奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員長

（職業・社会） 

長谷川芳子 

理事 奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員長

（国際・青少年） 

深見和久 

理事 奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員長

（ロータリー財団・米

山記念奨学） 

荒山 久美 

理事 会員増強・教員委員長 鈴田 正道 

理事・役員 直前会長 安井 忠 

 会計監査 早川 圭一 

 

■委員会報告 

親睦委員会 加藤正弘理事 

ゴルフ同好会から 

3/29 １回目の同好会コンペを実施します。 
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■幹事報告 

・新入会研修セミナーについて 

・地区出向について 

 荒山会員、ボルジド会員、竹内会員（候補） 

・出席率（メークアップについて） 

・例会の案内の返信について 

・ロータリークラブ総則改定について 

  

 

以上 


